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大内雅博

に
当
た
り
信
頼
を
得
た
。
土
地
の
災
害
危
険
度
を
専
門

家
が
調
査
し
て
リ
ス
ク
を
開
示
し
た
。
移
転
先
集
落
の

計
画
に
際
し
て
は
伝
統
文
化
（
被
災
住
民
の
ほ
と
ん
ど

が
少
数
民
族
）
に
最
大
限
配
慮
し
た
。
そ
し
て
、
新
た

な
土
地
で
の
生
計
手
段
確
保
の
た
め
、
民
間
活
力
の
導

入
に
よ
り
土
地
の
特
性
を
活
か
し
た
有
機
農
業
等
の
革

新
的
な
新
産
業
を
興
し
て
い
る
。

  

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
最
前
線
で
指
揮
を
し

て
き
た
の
が
復
興
委
員
会
の
陳 

振
川 

副
執
行
長
（
副

幹
事
長
）
で
あ
る
。
彼
の
本
職
は
台
湾
大
学
土
木
工
学

科
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
教
授
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に

も
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
与
し
実
務
面
で
も
大
き

な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
行
政
院

公
共
工
程
委
員
会
副
主
任
委
員
も
兼
務
し
て
き
た
。

  

陳
教
授
は
土
木
工
学
を
「
人
々
の
衣
食
住
と
密
接
な

分
野
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
がCivil 

Engineering

を
見
事
に
説
明
し
て
い
る
言
葉
だ
と
思

う
。
モ
ラ
コ
ッ
ト
台
風
か
ら
の
復
興
は
そ
の
彼
が
計
画

し
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

  

さ
て
、
陳
教
授
は
こ
の
一
月
に
行
わ
れ
た
総
統
選
挙

結
果
を
踏
ま
え
た
内
閣
改
造
に
よ
り
入
閣
し
、
公
共
工

程
委
員
会
主
任
委
員
（
公
共
建
設
大
臣
に
相
当
）
に
就

任
し
た
。
復
興
委
員
会
執
行
長
も
兼
務
す
る
実
行
力
を

伴
っ
た
専
門
家
が
建
設
行
政
の
最
高
責
任
者
と
な
っ
た

台
湾
の
土
木
か
ら
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
く
な
っ
た
。

ラ
コ
ッ
ト
台
風
が
も
た
ら
し
た
豪
雨
に
よ
り
、

台
湾
南
部
で
は
土
砂
・
洪
水
災
害
で
六
九
九
名

が
死
亡
・
行
方
不
明
。
住
宅
一
、七
六
六
戸
が
流
出
ま
た

は
居
住
不
能
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
八
月
の
こ
と
で

あ
る
。

  

政
府
の
対
応
は
き
わ
め
て
迅
速
で
あ
っ
た
。
被
災
の

一
週
間
後
に
行
政
院
長
（
首
相
に
相
当
）
を
長
と
す
る

政
策
決
定
・
執
行
の
一
元
化
組
織
で
あ
る
復
興
委
員
会

が
発
足
し
、
二
カ
月
後
に
は
住
宅
復
興
の
方
針
が
示
さ

れ
た
。
家
を
失
っ
た
、
ま
た
は
危
険
地
域
指
定
に
よ
り

新
し
い
集
落
（
最
終
的
に
合
計
四
一
カ
所
の
予
定
）
に

集
団
移
転
す
る
住
民
に
無
償
提
供
す
る
本
設
住
宅
が
計

画
さ
れ
（
合
計
約
三
、二
〇
〇
戸
）、
被
災
の
二
年
後
に

は
九
割
が
完
成
し
た
。
本
稿
執
筆
の
本
年
二
月
上
旬
時

点
で
の
進
捗
率
は
九
五
％
で
あ
る
。

  

こ
の
よ
う
な
迅
速
か
つ
効
果
的
な
復
興
に
は
多
く
の

知
恵
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
要
点
は
、
①
仮
設
住
宅
を

建
設
せ
ず
に
本
設
住
宅
の
み
に
資
金
を
投
入
し
た
こ
と

②
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
財
団
や
赤
十
字
）
が
連
携
し
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
住
宅
建
設
の
主
体
と
し
て
迅
速
化
し
た
こ
と

【
政
府
の
役
割
は
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
割
り
振
り
】
③
Ｎ
Ｇ

Ｏ
へ
の
義
捐
金
を
住
宅
の
建
設
財
源
と
し
、
住
民
に
無

償
提
供
で
き
た
こ
と
【
政
府
の
役
割
は
土
地
の
用
意
と

集
落
内
の
公
共
施
設
の
建
設
】
―
で
あ
る
。

  

も
ち
ろ
ん
、
危
険
地
域
に
指
定
さ
れ
た
と
は
い
え
農

業
で
生
計
を
立
て
長
年
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
る
こ

と
に
住
民
は
当
初
猛
反
対
し
た
。
政
府
の
復
興
の
責
任

者
は
自
ら
、
反
対
す
る
住
民
に
対
し
て
粘
り
強
く
説
得

モ

台湾の台風被害復興に
Civil Engineeringを見た
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